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Abstract
This paper analyses the Interim Report of the Burma Special Research Commission led by Dr. Ba Han,
Dr. Ba Maw’s older brothers. It also depicts the entire objectives of Dr. Ba Maw’s efforts in reconstruct-
ing the national economy of Burma during the World War II.
The Burma Special Research Commission conducted a study tour of Japan and other countries
belonging to the Great East Asiatic Sphere between 10 May 1944 and 2 August 1944, when Japan’s
war prospects deteriorated rapidly. The Commission had the official responsibility of studying the meth-
ods adopted in all these countries towards their national civilian war efforts. Based on its findings, the
Commission had to recommend ways to reconstruct Burma as an integral part of the Great East Asian
Sphere. However, the real purpose was not the official one.
The facts finding here are as follows; the first objective of the Burma Special Research Commis-
sion was to negotiate with the Japanese Army in Tokyo about ending their unrestricted procurement
of commodities into Burma. The second objective was to study wartime regulations of civil supply and
transform the economy by implementing a new economic system to reconstruct the national economy















ハン（Ba Han, 1890―1969）を首班として組織されたビルマ特別調査委員会（Burma Special Re-







中間報告書は、調査旅行から帰国して 10日後の 1944年 8月 12日にバモーに提出された。本稿
で利用するのは、終戦後の 1946年 7月末にバハンによって書かれ、1947年にラシカ・ランジャー






















































































た。すなわち「国家行政再建委員会」（State Services Reorganization Board）や、商業大臣、林業
大臣、農業大臣等で構成され、生産・供給・分配に関わる全ての経済問題を取り扱う「経済委員
会」（Economic Board）、金融大臣、財務大臣から構成され、予算、国営銀行、通貨について扱う






（Commodity Supply Control and Distribution Board）、副首相（タキン・ミャ）を中心として敵国
資産の移譲を扱う「敵国資産委員会」（Enemy Properties Board）、日本軍とビルマ政府の代表で構
成され、「汗の部隊」（sweat army）と呼ばれた泰緬鉄道の建設労働者の動員を扱う中央労務委員会









































































































































5月 14日 東京着 様々な省庁で議論、いくつかの研究所、工場を訪問
（5/19陸軍省、5/22大蔵省印刷局、5/23農業省、5/25軍需省）
（南多摩郡七生村、巣鴨の Keisei−shaタンク工場）
6月 10日 東京から関西、福岡へ 「様々な場所」を訪問 （福岡県知事と面談）
6月 24日 福岡発、京城着 様々な研究所を訪問、役人らと議論
6月 27日 新京へ 豊満ダム、鞍山の製鉄所訪問
満州国政府と円卓会議
奉天と軽金属工業を視察
7月 4日 奉天発、北京着 王宮博物館、産業研究所訪問。様々な省庁と議論
7月 6日 南京着 孫文、中央大学、士官学校、小型武器の修理所等訪問
7月 9日 上海着 中国の映画製作所訪問
7月 11日 台北着 高雄、台南等で様々な工場見学
行政官と会議
7月 17日 マニラ着 タバコ工場、農業試験場、病院、科学局、フィリピン大学、国
家開発会社の作業場
フィリピン共和国内務省との懇談
7月 23日 マカッサル、セレベスへ 研究所、病院、船舶修理所、石工場を見学
7月 24日 スラバヤへ スラバヤ鉄工所、ジュート工場を視察、警防隊の訓練を見学
7月 27日 ジャカルタ着。ボゴールへ 試験場、軍の訓練機関、植物園を見学、ジャカルタへ戻り軍政
幹部と懇談
7月 29日 昭南へ 博物館、ジョホール宮殿を見学、現地の軍政幹部と懇談
7月 31日 バンコックへ
8月 2日 ラングーンへ帰国
出所：Ba Han, The Planned State, Appendix A, pp.i－iii.
注：カッコ内は、報告書の本文から判明する訪問先。
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Ranjani Press, 1947, Rangoon, p.i.
4） Ba Han, The Planned State, p.II. バハンは「日本軍によって連れて行かれた」と書いているが、戦後に
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Break-through in Burma , Yale Univ. Press, 1968, pp.396―401.）。
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11） Foreign Affairs Association, Burma , p.108.
12） Ibid. ,
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Japanese Occupation II , Simla, p.23. 英領時代には、ビルマは英領インドの一州であったため、インド
の中央銀行によって通貨が発行されていた。1936年にインドから分離して以降も、貨幣制度は変更さ
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14） Foreign Affairs Association, Burma, p.126; Intelligence Bureau, Burma during the Japanese Occupation II,
p.23. これらの委員会は 11月 1日の段階では、創設中との発表であった。











19） Foreign Affairs Association, Burma , p.133. この委員会の役割については、情報が錯綜していて分かり
にくい。インド東北部のシムラに退避していた英ビルマ政庁は、戦時中の広報誌「同盟」の発表に基
づき、第一委員会は協力省大臣を委員長として政治問題および秩序維持を担当する機関であり、第二
委員会は商工大臣を委員長として経済問題を扱う機関としている（Intelligence Bureau, Burma during
the Japanese Occupation II , p.24）。太田は、第一委員会は直接作戦に関連しない戦争協力事項を扱い、
第二委員会は物資調整委員会を引き継いだ機関としている（太田、前掲書、pp.399―400.）。
20） Intelligence Bureau, Burma during the Japanese Occupation II , p.24.
21） Foreign Affairs Association, Burma , p.131, 135.













24） 『河邊正三大将日記』［資料番号 268―3 3/5］、1944年 3月 14日（p.71）。
25） Intelligence Bureau, Burma during the Japanese Occupation II , p.25.
26） Intelligence Bureau, Burma during the Japanese Occupation II , p.24.
27） Ba Han, “The Interim Report…”, p.i.
28） Who’s Who in Burma 1961 , People’s Literature Committee and House, Rangoon, 1961, pp.119―120.
29） Who’s Who in Burma 1961 , p.39. バハンはバモーより 3歳年長であったが、留学の時期は同じであり、
弁護士資格と博士号の取得はバモーの方が先であった。
30） 例えば、旅行中に出会った人物の中でも、留学経験がある人物を特に高く評価した。
31） Who’s Who in Burma 1961 , p.39; Foreign Affairs Association, Burma , pp.i―ii. 上の注 23）でも記したよ
うに、身内を職に就けるバモーのやり方を日本軍は縁故主義と批判していたが、バハンは大学を卒業
後、留学するまでの 10年近くは公務員も経験しており、その経歴からはこれらの役職は妥当であった
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39） Ba Han, “The Interim Report…”, p.iv―v.
40） Ba Han, “The Interim Report…”, p.v, xv.
41） Ba Han, “The Interim Report…”, p.vi.
42） Intelligence Bureau, Burma during the Japanese Occupation , pp.30―31.
43） Ba Han, “The Interim Report…”, p.xi. 他方、バハンの訪日中の 5月 19日の河邊の日記には、タントゥ
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（防衛省戦史資料室、『河邊正三大将日記』［268―3 4/5］、1944年 5月 19日（p.30））。なお河邊日記に具
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45） Ba Han, “The Interim Report…”, p.v―vi.
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47） 武島良成「日本占領期ビルマにおける国立銀行問題」『史林』92（2）、2009年。
48） Ba Han, “The Interim Report…”, pp.xvii―xix.
49） Ba Han, “The Interim Report…”, p.xix.
50） Ba Han, “The Interim Report…”, p.vi, ix.
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51） Ba Han, “The Interim Report…”, p.xii.「生産量は十分である」と述べている点の検討は今後の課題とし
たい。
52） 佐藤は、国会で国家総動員法の説明に立ち、野次を飛ばした議員に対して「黙れ」と怒鳴り退席した
「黙れ事件」（1938年 3月 3日）で有名な人物であり、戦後は最年少 A級戦犯として 1956年まで拘留さ
れた（ウィキぺディア「佐藤賢了」）。
53） ウィキぺディア「吉田茂」。
54） Ba Han, “The Interim Report…”, p.vii―viii. これらの人物と面会したことは、ビルマ政府が物資の統制
を行うことに日本側からも了解を得られていたことを示唆している。
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バハンが聞き取った、ここで開発されたとする薬剤が確認できなかったので本文では触れなかった。
67） Ba Han, The Planned State, p.Ⅰ.
68） Intelligence Bureau, Burma during the Japanese Occupation II , p.113.
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